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哲
學
研
究
　
第
狸
百
七
十
五
號

彙

報

　
　
京
都
哲
學
會
公
開
講
演
會
記
事

　
二
恩
三
十
五
年
度
の
京
都
哲
學
會
公
開
識
…
道
志
は
、
十
一
田
〃
十
二
臼

（
土
）
午
後
一
時
孚
か
ら
、
京
都
大
畢
文
學
部
第
一
教
室
に
お
い
て
、
重

織
俊
郎
教
授
の
斑
會
に
よ
り
左
紀
の
通
り
行
わ
れ
た
。

一
、
原
始
藪
飛
に
お
け
る
抽
象
の
問
題
…
…
鯨
奨
騨

　
　
　
　
一
土
　
　
　
偶
i

一
、
使
徒
パ
ウ
・
の
紳
聾
霧
に
つ
い
て
－
・
蹴
縦
櫻

蓮
實
重
康
氏

武
藤
一
雄
氏

　
終
了
後
、
樂
友
愈
館
に
お
い
て
、
委
翼
、
賛
鋤
員
、
　
一
般
名
員
出
席
の

も
と
に
懇
親
曾
を
開
き
、
薄
實
、
武
藤
華
氏
を
園
ん
で
、
九
時
頃
ま
で
歓

談
し
た
。
な
お
、
講
氏
の
講
演
内
容
は
邉
っ
て
本
誌
に
験
録
す
る
論
定
で

あ
る
。

ク
イ
レ
ス
博
士
を
團
む
懇
談
會
記
事

　
サ
ル
ヴ
ァ
ド
ル
大
學
哲
學
教
授
ク
イ
レ
ス
博
士
（
○
罫
℃
同
O
h
．
H
。
。
ヨ
触
出
一

め
鼠
ド
㏄
）
を
國
む
懇
談
愈
が
、
京
都
大
學
文
學
部
主
催
に
よ
っ
て
十
月
二

十
日
（
木
）
午
後
三
時
よ
り
文
學
部
禽
議
灘
で
行
な
わ
れ
、
置
上
、
岡
博

士
に
よ
っ
て
「
自
齢
。
。
δ
導
…
二
野
ヨ
覧
亭
ウ
。
曲
も
。
8
海
洋
宮
諺
⇔
P
鳥
Z
o
叶
び
ぎ
α
q
ロ
霧
。
・
扁

と
題
し
左
記
要
旨
の
報
告
が
な
さ
れ
た
。

要
　
旨

　
こ
の
講
演
に
お
い
て
私
は
お
よ
そ
哲
學
の
主
要
闘
題
で
あ
る
「
高
蔵
」

七
二

と
「
有
」
の
問
題
に
つ
い
て
、
第
一
に
傳
統
的
な
解
答
で
あ
る
實
存
主
義

を
吟
味
し
て
そ
れ
が
こ
の
問
題
の
完
全
な
ま
た
最
終
的
解
決
た
る
に
い
ま

だ
不
充
分
で
あ
る
こ
と
を
鏡
明
し
、
次
に
私
自
身
の
存
在
解
繹
で
あ
る
内

存
主
義
（
囲
嵩
一
笛
卿
Q
嘩
樽
①
三
江
螢
甥
も
α
5
P
）
　
の
概
要
を
申
し
述
べ
て
問
題
解
決
へ
の
方

向
を
揚
し
示
し
、
最
後
に
こ
の
内
存
主
義
の
立
場
が
無
の
問
題
の
解
決
に

援
用
さ
れ
て
も
き
わ
め
て
有
効
で
あ
り
、
同
時
に
無
の
積
極
的
な
意
味
も

こ
れ
に
よ
っ
て
明
瞭
に
な
る
こ
と
を
確
か
め
て
み
よ
う
と
思
う
。

　
一
　
實
存
主
義
（
国
図
陣
ω
件
O
一
μ
焦
餌
翫
。
摩
嵩
ρ
）

　
實
存
主
義
と
は
一
般
に
、
　
「
人
聞
と
は
何
で
あ
る
か
」
と
い
う
闘
い
に

封
し
て
、
人
間
と
い
う
存
在
の
も
つ
特
有
の
在
り
方
を
特
に
「
實
存
」

（
O
×
一
一
〇
c
け
○
口
O
Φ
）
と
い
う
概
念
で
設
明
す
る
立
場
を
い
う
。
と
こ
ろ
で
こ
の

門
實
存
」
と
は
サ
ル
ト
ル
に
よ
れ
ば
「
本
質
に
先
立
つ
」
も
の
、
す
な
わ

　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
へ

ち
穂
ら
の
理
由
も
法
則
も
も
た
ず
、
い
か
な
る
読
明
を
も
容
れ
ぬ
も
の
で

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
へ

あ
る
。
つ
ま
り
彼
に
よ
れ
ば
實
存
と
は
蚊
る
無
意
味
で
あ
り
從
っ
て
人
間

と
は
或
る
無
意
味
な
る
存
在
と
い
う
こ
と
に
な
る
が
、
事
轡
ハ
は
人
聞
は
常

に
或
る
仕
方
で
働
ら
く
か
ぎ
り
有
意
味
な
存
在
な
の
で
あ
る
。
ヤ
ス
パ
ー

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ

ス
は
賢
存
を
門
超
越
性
」
に
求
め
る
。
と
こ
ろ
で
、
超
越
と
は
私
自
身
の

も
　
　
　
ヘ
　
　
　
へ

う
ち
に
有
ら
ぬ
こ
と
、
つ
ま
り
他
人
の
う
ち
に
有
る
こ
と
を
意
味
す
る
。

し
か
る
に
事
驚
は
、
入
間
が
饗
存
す
る
と
い
う
こ
と
は
入
聞
が
有
に
お
い

て
在
る
こ
と
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
ハ
イ
デ
ガ
；
に
お
い
て
は
声
量
と

　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ

は
或
る
外
面
牲
を
意
味
す
る
が
、
入
聞
が
自
己
自
身
の
外
に
在
る
と
い
う

こ
と
は
結
局
入
聞
の
究
極
の
本
質
で
は
あ
り
え
な
い
の
で
あ
る
。
で
は
、

こ
う
し
て
遽
に
は
「
存
在
論
的
紳
秘
」
　
（
マ
ル
セ
ル
）
と
ま
で
呼
ば
れ
た

賢
存
の
問
題
を
め
ぐ
っ
て
、
哲
學
は
人
聞
の
實
在
的
構
造
を
見
失
い
、
形
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而
上
學
は
そ
の
基
礎
を
失
っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。

　
二
　
内
存
主
義
（
H
誤
一
も
駐
一
〇
q
陣
O
雛
瞥
一
口
嵩
ω
ヨ
）

　
私
が
「
内
議
主
義
漏
と
名
づ
け
る
存
在
論
の
立
場
は
こ
と
さ
ら
に
新
し

い
設
で
は
な
く
、
西
洋
哲
學
の
傳
統
に
お
い
て
多
く
の
哲
學
老
た
ち
が
既

に
何
ら
か
の
か
た
ち
で
説
き
示
し
た
事
柄
に
明
確
な
定
式
を
輿
え
た
も
の

に
過
ぎ
な
い
。
例
え
ば
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
は
「
第
一
寳
在
偏
す
な
わ
ち

「
ア
ル
ケ
ー
」
を
定
義
し
て
「
あ
ら
ゆ
る
賢
覧
が
そ
れ
か
ら
由
烈
し
、
あ

ら
ゆ
る
費
在
が
そ
れ
に
な
る
と
こ
ろ
の
も
の
」
と
雷
つ
た
。
プ
ラ
ト
ン
は

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
　
へ

叫．

諠
j
ア
ル
キ
ビ
ア
デ
ス
』
で
、
あ
ら
ゆ
る
も
の
は
膚
る
が
そ
れ
は
霞
分

へ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ

の
う
ち
に
（
ぎ
繊
（
｛
o
）
有
る
と
欝
っ
て
い
る
。
そ
の
他
、
プ
ロ
テ
ィ
ノ
ス
、

聖
ア
ウ
グ
ス
テ
ィ
ヌ
ス
、
聖
ト
マ
ス
。
ア
ク
ィ
ナ
ス
、
デ
カ
ル
ト
、
カ
ン

ト
、
マ
ッ
ク
ス
・
シ
ェ
ラ
ー
、
オ
ル
テ
ガ
・
イ
・
ガ
セ
ッ
ト
、
ハ
イ
デ
ガ

ー
な
ど
み
な
岡
襟
の
考
え
を
抱
い
て
い
た
こ
と
が
テ
キ
ス
ト
の
槍
討
に
よ

り
納
得
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
い
っ
た
い
人
間
が
特
に
入
間
と
し
て
動
物
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
へ

異
る
黙
は
、
動
物
は
輩
に
存
在
す
る
だ
け
で
あ
る
が
入
間
は
内
面
性
を
も

ち
、
い
か
な
る
事
態
に
お
い
て
も
そ
れ
を
ま
っ
た
く
失
う
こ
と
は
あ
り
え

な
い
と
い
う
黙
に
あ
る
。
こ
こ
で
い
う
「
内
、
懸
性
」
と
は
輩
な
る
意
識
で

は
な
く
、
む
し
ろ
「
入
間
が
自
己
の
活
動
よ
り
輝
輝
に
知
る
と
こ
ろ
』

（
鼠
蚕
下
≦
o
ぎ
δ
≦
経
お
9
｛
門
。
ヨ
。
ξ
跨
響
く
ξ
）
の
も
の
を
意
味
す
る
。

例
え
ば
、
自
由
、
宗
教
、
道
徳
、
人
格
性
、
超
越
、
存
在
な
ど
の
場
合
が

そ
れ
で
あ
る
。
　
「
内
存
」
に
二
つ
の
契
機
が
簸
別
さ
れ
る
。
す
な
わ
ち
、

知
識
と
し
て
の
内
存
（
反
雀
的
繧
験
）
と
膚
と
し
て
の
内
存
（
存
在
的
構

造
）
で
あ
る
。
い
ず
れ
も
人
膚
の
門
第
一
の
知
識
」
（
尽
辞
。
り
N
・
盲
り
）
お

よ
び
「
第
一
の
膚
」
（
養
い
電
の
瓢
為
愚
）
を
な
す
の
で
あ
る
。

報

　
三
　
無
（
ま
量
£
富
。
・
。
・
）

　
「
入
間
」
と
「
窟
漏
の
問
題
は
「
無
」
の
問
題
と
不
、
可
分
離
の
三
十
に

あ
る
が
、
こ
の
「
無
」
に
翻
し
て
も
さ
ま
ざ
ま
な
説
が
繊
さ
れ
て
い
る
。

サ
ル
ト
ル
は
「
無
」
を
「
有
」
に
封
立
す
る
も
の
と
し
て
罪
賢
母
に
蹄
し

た
が
、
同
時
に
こ
の
存
在
の
無
を
ぱ
意
識
と
自
由
の
成
り
立
つ
根
源
と
見

な
し
た
。
ハ
イ
デ
ガ
…
に
と
っ
て
「
無
」
と
は
飼
的
な
「
存
在
者
」
の
場

所
で
あ
り
、
有
の
購
る
み
に
立
つ
明
在
（
⇔
制
内
澗
G
陰
岡
。
陰
酢
Φ
雛
N
）
と
は
實
は
き
わ

め
て
光
り
輝
け
る
夜
の
ご
と
き
も
の
で
あ
る
。
　
一
方
、
佛
教
で
は
個
的
自

我
の
否
定
と
絶
景
的
自
我
の
肯
定
の
極
致
と
し
て
「
無
」
が
た
て
ら
れ
て

お
り
、
蔭
照
折
口
學
は
一
二
つ
の
世
田
介
　
　
（
一
）
轟
然
無
常
黒
刀
、
　
（
一
一
）
意

識
の
世
界
、
　
（
三
）
叡
智
的
世
界
を
薩
令
す
る
が
、
そ
れ
に
止
ま
ら
ず
こ

の
叡
智
的
世
界
を
超
え
て
絶
封
無
へ
到
る
完
全
な
超
越
が
設
か
れ
て
い
る
。

　
さ
て
、
　
「
無
」
の
問
題
は
内
存
主
義
に
よ
っ
て
次
の
よ
う
に
解
明
さ
れ

る
。
ま
ず
、
「
有
」
を
三
つ
に
甲
声
し
よ
う
。
す
な
わ
ち
、
（
一
）
具
艦
的

な
有
、
（
二
）
具
燈
的
煎
黒
過
的
な
有
、
（
三
）
普
遍
的
絶
封
的
な
有
で
あ
る
。

（
一
）
は
個
々
の
現
饗
的
存
在
（
な
い
し
存
在
者
）
を
意
味
し
、
　
（
二
）

は
い
わ
ゆ
る
概
念
あ
る
い
は
観
念
と
し
て
の
抽
象
的
存
在
（
な
い
し
存
在

者
）
を
、
　
（
三
）
は
絶
封
無
点
定
な
、
從
っ
て
私
が
こ
れ
を
理
解
c
o
ヨ
℃
・

器
｝
お
p
島
一
す
な
わ
ち
野
暮
の
う
ち
に
と
り
入
れ
包
み
込
む
こ
と
の
で

き
な
い
存
在
、
む
し
ろ
あ
ら
ゆ
る
存
在
が
そ
れ
に
由
來
し
そ
れ
に
基
づ
く

よ
う
な
有
で
あ
る
。
　
「
有
」
の
こ
の
三
つ
の
階
序
に
封
歯
し
て
三
つ
の

「
無
」
が
颪
携
さ
れ
る
。
す
な
わ
ち
、
（
一
）
「
発
言
的
有
」
の
無
、
（
二
）

「
抽
象
的
蒋
」
の
無
、
（
三
）
「
絶
封
的
有
」
の
無
で
あ
る
。
第
一
の
「
無
」

は
臆
封
的
な
無
で
あ
り
、
第
二
は
意
識
の
無
、
そ
し
て
第
三
は
絶
三
無
す

七
三
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哲
學
研
究
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な
わ
ち
絶
封
的
無
限
定
と
し
て
の
無
で
あ
る
。
そ
れ
故
「
絶
封
無
」
は

「
超
一
存
在
」
・
「
超
－
本
質
」
・
「
超
－
自
我
」
で
あ
り
、
一
言
に
し
て
書

う
な
ら
絶
封
的
無
制
約
者
で
あ
る
。
こ
う
し
て
、
箪
な
る
否
定
的
意
味
に

止
ま
ら
ぬ
「
無
」
の
穣
極
的
意
味
が
顯
わ
に
な
る
。

　
す
な
わ
ち
、
「
無
は
す
べ
て
を
包
む
」
（
窯
◎
件
霧
口
α
Q
鋒
霧
ω
8
ヨ
箕
Φ
ゴ
窪
翻

獅
F
）
の
で
あ
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
三
嶋
唯
義
記
）

七
四

次號論：交豫告
紳
の
環
存
と
認
識
：
・
：
…
…
・
…
…
・
：
…
山

　
ー
ア
ウ
グ
ス
チ
ヌ
ス
と
ト
マ
ス
に
お
け
る
…
…

臼
◎
ず
⇔
ピ
O
O
搾
の
に
お
け
る
認

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
完
）
：
：
：
服

識
の
問
題

　
一
そ
の
体
系
の
統
一
的
掘
握
に
つ
い
て
一

田

印
日日

部
　
知
　
文

ヌ
ー
ス
廊
承
描
・
：
二
：
：
・
：
：
・
：
・
：
：
：
・
：
：
・
長
　
坂

　
一
晩
隼
の
プ
ラ
ト
ン
が
愛
用
し
た
一
駕
藷
の
研
…
究
i

公
　
一

　
　
　
　
會
　
　
告

　
最
近
の
諸
物
償
（
紙
代
、
郎
羅
代
、
郵
便
料
な
ど
）
の
昂

騰
の
た
め
、
本
葺
よ
り
落
去
一
ケ
年
分
一
五
〇
〇
円
（
市
販

定
償
一
務
一
五
〇
円
）
に
値
上
げ
い
た
し
ま
す
か
ら
何
卒
御

諒
承
下
さ
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
京
都
哲
學
會


